
国会に参考人を呼び新型コロナ対策について教示されてる中でスマホに夢中…
TV中継が入った予算委員会では新型コロナより森大臣批判を優先…

そして特措法の審議拒否をなかったことにし『もっと早く出来た』と政府批判…
蓮舫のような議員こそ国賊と呼ぶに相応しいのでは？

虎ノ門ニュース（2020年3月16日 DHCテレビ）
武漢ウイルスにおける中国国内の情報統制の実態

3月16日の虎ノ門ニュースでジャーナリストの石平氏が中国発信の情報の信
憑性に警鐘を鳴らした。
石氏は激減した中国国内での武漢ウイルスの感染者数について「各地方政府
が中国政府に新型コロナ感染者増加を正直に報告すると責任追及されるが、
報告しない人と見逃される。」と暴露した上で、「だから地方政府が報告が
なくなり感染者0になった」と説明。
また病院では【3月末に武漢正常化・3/11迄に病院を空に】という内部通
知が出ることに触れ「今の中国は政府の予定通り動いてる」と指摘。

また先日の習近平の武漢視察については「習近平の武漢視察を住民が歓迎し
てる様子が報道されたが、実は各住民の家に防護服を着た公安が入ってた。
公安に子供が囲まれ監視された家も…これが習近平の武漢視察の真実。また
ネットには警察から『熱烈歓迎と叫べ』と指示され、拒否すると逮捕という
声も」あると中国政府の情報の危険性を語った。

森＆蓮舫特措法の審議拒否をなかったことにする
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2020年3月17日（参議院予算委員会）


